
 

                   

1 

インターバンクの声 （2015 年 9 月 17 日） 
 

普段は足許の値動きが一番気になるディーラーだが、昨日くらいからは明日

（１８日）の日本時間未明の米連邦公開市場委員会（FOMC）の結果が発表さ

れた後、ドルがどんな反応を示すのかが気になって仕方がない。昨晩も格付

け会社大手のスタンダード・アンド・プアーズ（S&P）が日本国債の格付けを

「AAマイナス」から「Aプラス」に引き下げたり、８月の米消費者物価指数

が７か月ぶりに前月比マイナスに落ち込むような結果の発表もあったが、市

場の反応は極めて限定的だった。とにもかくにも今は米連邦準備理事会（FRB）

が２００６年以来の利上げを決定するのかどうかだけが注目なのだ。いくつ

かあるエコノミストへのヒヤリング調査も、今回の利上げは見送られるとの

予想が過半数を超えているようだが、相場は彼らの見立て通りには行かない

ことがままあるから面白いのだ。明日の発表直前に新たなポジションを作る

人は限られるだろうが、「利上げ決定見送り」と「利上げ決定」の発表に備

えて複数の対応シナリオを用意するのが明日までの大事な仕事だ。 
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